
神栖市授業スタイルからの自校化に向けて

横瀬小授業スタイルについて
横瀬小グランドデザインから

「自他のよさを認め合い，主体的・対話的な学びができる児童の育成」
質の高い学力を身に付け，互いに認め合い高め合える児童

横瀬小授業スタイル３つの柱
１ 司会力の向上

・目指す司会力の明示
・司会団の構成と役割

・司会団の合言葉

２ 話合いの充実

・考え議論するため，学びを深めるための話合いの形態
・話合いの視点の明確化
・思考ツール

３ 教師の効果的なかかわり

・教師の役割
・発問の種類
・振り返り
・チェックリストの活用



１ 司会力の向上

◆目指す司会力の明示（低・中・高学年ごと，系統性）

育てたい力
低学年 ・マニュアルに沿って授業の進行ができる。

・手を挙げている人を指すことができる。
・先生と共に，クラスワークを進めたりまとめを考えたりできる。
・振り返りで自分の考えや感想を伝えることができる。

中学年 ・マニュアルなしでも授業の進行ができる。
・グループワークで出された意見を分類・整理して掲示できる。
・必要に応じて，そう考えた理由を尋ねることができる。
・先生と共に，話合いの論点を明確にしながら自分の考えや感想を伝えたり，
話題を提案したりすることができる。

高学年 ・マニュアルなしで授業の進行ができる。
・パーソナルワーク（ＰＷ），グループワーク（ＧＷ），クラスワーク（ＣＷ）
での指示を考えて伝えることができる。

・考えの根拠を訪ねたり，発問に沿って，質問を考えたりすることができる。
・視点を変えて質問ができる。
・話合いが停滞したとき，自分の考えを伝えたり，話題を提案したりするこ
とができる。

◆司会団の構成と役割

・司会は，２人～４人を目安とする。
・授業の進行・時間管理
・発問に沿って，クラスワークを進める。
・質問や意見，感想を引き出す。
・感じたこと，考えたことを自分の言葉で伝える。
・必要な事柄を板書する。
・大事な言葉に線を引く。
◆司会団の合言葉

上手に司会を進めるための合言葉は…

「 し か い だ ん 」
し○ ○し・・・・・授業を「 し○ ○しんこう」しよう。

か○ ○か・・・・・「 か○ ○かだい」に対しての考えを深めよう。

い○ ○い・・・・・「 い○ ○いけん」をたくさん引き出そう。

だ○ ○だ ん○ ○ん・・・「 だ○ ○だいじな意見をば ん○ ○んしょ」しよう。



２ 話合いの充実

◆考え議論するため，学びを深めるための話合いの形態

・必要に応じて，PW（自分を振り返り，考えをまとめ，GWに参加するための準備をす
る），GW（考えを共有したり，友達の意見から視野を広げたり，物事を多角的に見た
りすることができるようにする），CW（自分の中の納得解を見付け出し，考えを深め
る）をどのような順番で組み込むと児童の考えが深められるかを考え，授業を構成
する。
・グループワーク発達段階や児童の実態，取り上げる内容項目に合わせて，ペア
学習を 取り入れたり，グループ編成を考えたり，机の配置を変えたりしている。

◆話合いの視点の明確化

・GW，CWにおいて話合いを始める際には，「合意形成」にならないことを押さえ，何に
ついてを話し合い，CWに向けて何をボードにまとめ発表するのかについて明確にす
る。
・「合意形成」にならないようにするため，話合いは考えを交流することが目的であり，
多様な考えに触れ，自分の考えを改めて構築していくために行っていることを指導
者が頭に入れて授業を構成していく。

◆思考ツール

・アナライザーを使い，自分の立場を明確にするとともに，多様な価値観に気付き，
考えを深められるようにする。

・心情メーターを使い，授業を通して自分の考えの変容に気付いたり，クラス全員の
立場や考えを知ったりすることができる。



３ 教師の効果的なかかわり

◆教師の役割
低学年 ・教材の範読，内容の確認 ・補助発問

・意図的指名 ・板書 ・説話

中学年 ・教材の範読，内容の確認 ・補助発問
・意図的指名 ・板書の補助 ・説話

高学年 ・教材の範読（児童が読む場合もある），
内容の確認

・補助発問 ・話合い中の軌道修正
・意図的指名 ・板書の補助 ・説話

◆発問の種類
【基本発問】
①共感的発問
「～の時，●●はどんな気持ちだっただろう」

②分析的発問
「なぜ●●はそのような行動をしたのだろう」

③投影的発問
「もし自分が●●だったらどうしただろう」

④批判的発問
「●●の行動は本当によかったのだろうか」

【補助発問】
①ゆさぶる発問「本当に○○でよいのかな？」
②広げる発問「○○という立場から考えたらどうだろう。」
③しぼる発問「一番大切な考えはどれだろう。」

◆振り返り
授業の終末に学習で学んだことや考えたことを自分の言葉でワークシートに書く
時間を設ける。各学年の発達段階や実態に合わせた振り返りの視点を掲示し，そ
れを参考にしながら字数制限を設け，時間内に要約して書くことができるようにす
る 。

【振り返りの視点（高学年）】

【チェックリスト】

◆チェックリストの活用
チェックリストを使って，授業構想を立てる際や，授業後の振り返りとして活用す
る。授業を見る際にも活用し，教師間で統一の視点をもって，相互参観ができるよ
うにする。価値理解から人間理解に迫る話合いができるよう，教師自身が授業に
どのようにかかわっていけばよいか見つめ直すことができるようにする。



学力向上への取組
神栖市立横瀬小学校

１ 神栖市学力向上プロジェクト（井上プロジェクト）スタートからの取組
・平成２５・２６年度 神栖市教育委員会・神栖市教育会指定研究発表

研究テーマ「筋道を立てて考え，表現する力を育てる算数科学習の在り方」
・平成２８・２９年度 人権教育総合推進地域事業協力校

研究テーマ「未来をひらく 一人一人を大切にした 心豊かな児童の育成」

２ 授業研究部を中心とした学力向上の取組
① 神栖市授業スタイル研修
・授業スタイルの確認と共通理解

【年度始めの職員による模擬授業】 【単元計画作成の提案授業】

② 横瀬小授業スタイルの継続的実践
・毎日の積み重ね，各教科での取組

【グループワーク(５年 道徳)】

【話合いレベルアップ大作戦(４年 算数)】

【児童の司会団(２年 道徳)】



授業者Ａ

（１回目）

③ 学習計画表
・児童が主体となって立てる単元の学習計画
・自分たちが立てた課題に対する振り返り

④ ヨコロくんガイド(Aファイル)
・学習に活用できる汎用的なもの
・完全に習得すべき内容を精選したもの

【司会団の話合いの進め方や心得(汎用)】 【１年から６年までのひき算と関連語句(算数)】

⑤ 授業研究の進め方 （１つの指導案で３回研究授業を実施）
・指導案の共同立案，プレ授業の実施，授業反省会の実施 ※ＰＤＣＡサイクルを確立し，指導力向上を図る。

(学年検討)

授業者Ｂ

（２回目）

授業者Ｃ

（３回目）
反省・改善

課題を見付け

次の授業へ

反省・改善反省・改善指導案作

内容項目

読み物資料

中心発問


